
野村日本バリュー厳選投資
追加型投信／国内／株式

1. 2026年の市場環境とファンドのパフォーマンス

＊後述の【投資リスク】【当資料について】および【お申込みに際してのご留意事項】を必ずご覧ください。

上記は過去のデータであり、将来の投資成果を示唆あるいは保証するものではありません。
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2026年以降の市場環境とファンドの運用

ファンドとTOPIXの推移

期間：2025年12月30日～2026年3月9日、日次
ファンドは基準価額を使用。上記期間において分配実績はありません。TOPIX（配当込み）はファンドのベンチマークではありません。
騰落率上位下位は、1-2月のリターンに基づいています。
出所：ブルームバーグのデータを基に野村アセットマネジメント作成

政権安定への期待から上昇も地政学的リスクの高まりから調整へ

2026年に入り日本株市場は堅調な動きを続け年初から2月末にかけてTOPIX（東証株価指数）は15％以
上の上昇となりました。2025年10-12月期決算において企業収益が堅調に推移していることが確認されたことに
加え、2月初旬の衆議院選挙において自民党が単独で定数の2/3を上回る議席数を確保し、政権基盤の安定
による政策執行への期待が高まったことなどが主な要因です。

3月に入り、米国とイスラエルがイランへの軍事攻撃に踏み切ったことから、原油価格の動向など中東情勢が日本
経済に及ぼす影響に対する懸念が高まり、日本株の代表的な指数の1つであるTOPIXをみると9％程度下落して
います（3月9日現在）。

この間の市場の動向を業種から見てみると、2026年1-2月の騰落率上位5業種（非鉄金属、機械、ガラス・土
石製品、石油・石炭製品、卸売業）は3月に入り上位3業種の非鉄金属、機械、ガラス・土石製品などがTOPIX
を下回り、1-2月の騰落率下位5業種（サービス業、情報・通信業、その他製品、陸運業、小売業）は3月に入
りTOPIXを上回るなど、足元は1-2月の上昇の反動で、業種の強弱が入れ替わりやすい市場環境にあると考えて
います。
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2＊後述の【投資リスク】【当資料について】および【お申込みに際してのご留意事項】を必ずご覧ください。

上記は過去のデータであり、将来の投資成果を示唆あるいは保証するものではありません。
また、上記は当資料作成時点のものであり、予告なく変更する場合があります。

1-2月：電気機器の比率を引き下げ、卸売業及
び銀行業などがパフォーマンスに貢献
ファンドの年初から2月末までの騰落率は約20％の
上昇となりました。金市況や銅市況の高騰から上昇
した商社株（卸売業）や、日銀の政策金利引き上
げを好感した銀行業などがプラス寄与し、ファンドのパ
フォーマンスはTOPIX（配当込み）を上回りました。
この間の主な投資行動としては、昨年（2025年）
来株価が大きく上昇してきた半導体製造装置株や
電子部品株について、期待していた上昇余地は概
ね株価に織り込まれたと判断し、保有分の一部を売
却しました。この結果、電気機器の比率は、昨年12
月末時点の約25％から2月末時点の約12％へと
半減しました。
3月：主に景気敏感の製造業（電気機器、輸
送用機器など）がマイナスに影響
ファンドの基準価額は2月末時点と比較すると約
11％の下落となり、TOPIX（配当込み）を下回
りました（3月9日現在）。
中東情勢の混乱による原油高などから世界経済
全体への不安が高まる中で、主に電気機器や輸送
用機器などの景気敏感の製造業の下落がマイナス
に影響しています。
今後の方針
ファンドでは、株価が上昇した半導体関連株やシス
テム開発関連株などを売却する一方で、割安で実
力があると判断した化学株や医薬品株、FA（ファ
クトリー・オートメーション）※株などを買い付けるなど、
運用哲学である「実力のある強い企業を安く買う」
を実践しています。
今後も地政学的リスクやマクロ経済動向など投資環
境認識をアップデートしつつ、丹念なファンダメンタルリ
サーチによって「実力のある強い企業を安く買う」運用
を継続し、パフォーマンス向上に努める方針です。

2. ファンドの2026年のパフォーマンス状況と今後の方針

2月末の保有上位5業種の対TOPIXリターン

2025年12月末の保有上位5業種の
配分比率の推移（純資産比）

期間：2025年12月30日～2026年3月9日
TOPIX（配当込み）はファンドのベンチマークではありません。

期間：2025年12月末～2026年2月末、月次
・純資産比は、マザーファンドの純資産比と当ファンドが保有するマザーファンド比率
から算出しております。

＊業種は東証33業種

※生産工程の自動化を図るシステムの総称

＊業種は東証33業種
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3

ファンドの運用状況 基準価額の推移

期間：2025年10月22日（設定日）～2026年3月9日、日次
上記期間において分配実績はありません。

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000

25/10 25/11 25/12 26/1 26/2

（円）

（年/月）

「野村日本バリュー厳選投資」

上記は過去の運用実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。

＊後述の【投資リスク】【当資料について】および【お申込みに際してのご留意事項】を必ずご覧ください。

●東証株価指数（TOPIX）の指数値及び東証株価指数（TOPIX）に係る標章又は商標は、株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下「ＪＰＸ」という。）の知的財
産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など東証株価指数（TOPIX）に関するすべての権利・ノウハウ及び東証株価指数（TOPIX）に係る標章又は商標に関するすべての権利はＪＰＸが有
します。ＪＰＸは、東証株価指数（TOPIX）の指数値の算出又は公表の誤謬、遅延又は中断に対し、責任を負いません。



当ファンドの投資リスク
ファンドは、株式等を実質的な投資対象としますので、組入株式の価格下落や、組入株式の発行会社の
倒産や財務状況の悪化等の影響により、基準価額が下落することがあります。また、外貨建資産に投資する
場合には、為替の変動により基準価額が下落することがあります。
したがって、投資家の皆様の投資元金は保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失が生じる
ことがあります。なお、投資信託は預貯金と異なります。

ファンドの特色

詳しくは投資信託説明書(交付目論見書)の「投資リスク」をご覧ください。

投資リスク

資金動向、市況動向等によっては、上記のような運用ができない場合があります。
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＜当資料について＞
当資料は、ファンドに関する参考情報の提供を目的として野村アセットマネジメントが作成したものです。
当資料は信頼できると考えられる情報に基づいて作成しておりますが、情報の正確性、完全性を保証するものではありません。
当資料中の記載事項は、全て当資料作成時以前のものであり、事前の連絡なしに変更されることがあります。
当資料中のいかなる内容も将来の運用成果または投資収益を示唆あるいは保証するものではありません。

＜お申込みに際してのご留意事項＞
ファンドは、元金が保証されているものではありません。
ファンドに生じた利益および損失は、すべて受益者に帰属します。
ファンドの分配金は、投資信託説明書（交付目論見書）記載の「分配の方針」に基づいて委託会社が決定しますが、委託会社の判断により分配を
行なわない場合もあります。また、将来の分配金の支払いおよびその金額について示唆、保証するものではありません。
お申込みにあたっては、販売会社よりお渡しする投資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断ください。

(2026年3月現在)
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